
テーマ 子どもの居場所の提供

区市町村 荒川区

児童館名 荒川山吹ふれあい館

活動名 荒川やまぶきディキャンプ

目的

夏休み期間における児童事業として定着化を図り、子どもたちの居場所を確保

するとともに、キャンプ活動を通じて仲間作りを支援し、子どもたちの協調性

や社会性、生きる力を育み、心を豊かにすることを目的とする。

主な対象 小学生

活動の経緯

実践内容

＜活動概要＞

【実施日時】

　令和元年７月３０日（火）から同年８月２日（金）

　午前９時３０分から午後４時３０分まで

【定員】

　６０名

【概要】

　子どもたちがダンボールを活用して、各グループの4日間の拠点となる小屋を

作り、小屋遊びやゲーム会、カレーライス・手打ちうどん作り、遠足などを全

員で協力して楽しみます。

＜活動内容＞

１　事前準備

・大量のダンボールを集めます。このダンボールは、地域のお店や施設利用者

の方々に御協力いただき、活動日の２か月前から様々なサイズのダンボールを

御寄贈いただきます。

・子どもたちの活動グループを作ります。子どもたちの要望を受け止めつつ、

学年や性別、通学校（全５校）、アレルギーの有無などを考慮し、１グループ

当たり約１０名になるよう、職員がグループ分けを行います。このグループ

は、１グループ当たり１名の職員が担当し、活動初日に子どもたちへ発表しま

す。

２　初日のダンボール小屋作り

・体育館に１グループ当たり３畳ほどの敷地を割り振り、全てダンボールで小

屋を作ります。小屋を組み立てる際には、原則、ガムテープを使わず（温度差

によるガムテープの剥離を防止するためで、子どもたちにもその理由を説明し

ます。）、手製の針（５寸釘を改良したもの）を使い、ビニールひもを糸にし

て縫います。

・この時、各道具の使い方や注意点等について、子どもたちに丁寧に説明し、

作業を開始します。まず、小屋の壁を作ります。小屋の中は、もう我が家で

す。テーブルが、くつ箱が出来上がります。出入口は、扉式かトンネル式で、

ポストも出来上がります。おしゃべりに花が咲きます。小競合いもあります。

初めて会った友達とも、最初は何となく一緒にいます。

３　カレーライス・手打ちうどん作り

　　地域の高齢者（ボランティア）の方に御協力いただき、カレーライスや手

打ちうどんを作ります。完成した大盛りの料理を、友達とお腹一杯になるまで

楽しく食べました。



活動写真

児童館のプロフィール

児童館名 荒川山吹ふれあい館

運営主体 公設民営（特定非営利活動法人　荒川区高年者クラブ連合会）

所在地・電話番号
荒川区荒川七丁目６番８号

０３－３８０５－２８６０

開館日・時間・休館日
（開館日）月曜日～日曜日　９：００～２２：００

（休館日）年末年始（１２月２９日～１月３日）、施設点検日（年２日程度）

活動の経緯

実践内容

４　ゲーム会

　　グループ対抗のゲーム会を行いました。グループ内で知恵を絞り、作戦を

立て、力を合わせてゲームを楽しみます。近年、こうしたゲーム会について

は、子どもたちの利用方法の変化等により、日常の運営の中で行事として成立

しなくなってしまいました。

５　遠足

　　本年は、科学技術館（千代田区）に行きました。夏の暑い日に、約６０名

の子どもたちが長い列を作って見学し、子どもたちの科学への興味・関心を引

き出します。

６　最終日の片づけ

　　４日間、みんなで作った我が家を取り壊します。飾りで付けたシールを剥

がし、ビニールひもを切って抜きます。全員、よく働きます。あっという間に

体育館からダンボールがなくなり、元に戻りました。参加した子どもたちから

は、「来年もまたみんなでディキャンプやろうね！」との感想が多く寄せられ

ました。

効果や課題

・本活動では、１年生から６年生までの縦割りグループでの活動や、学校間を

横断した活動を通じて、子どもたちの社会性や協調性を育むことができまし

た。一方、近年の社会情勢や、子どもたちの利用方法の変化に伴い、年間をと

おして、日常的にこのような活動が実施できなくなっていることが課題です。

・本活動では、地域の高齢者の方々にボランティアとして御協力いただいてお

り、積極的に世代間交流を図ることで、子どもたちの健やかな成長を支援する

とともに、ボランティアの方々が自発的に参加できる環境を整備し、地域社会

の中での生きがい作りに寄与しています。


